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ベトナム語 
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Diệp	Quang	Ban.	1987.	“Cậu	đơn	tieAng	Việt”[The	simple	sentence	in	Vietnamese].	Hanoi:	Giáo-
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⼭﨑雅⼈（2020）「ベトナム語の視覚動詞の試⾏相⽂法化の展開」『⾔語情報学研究』16.1-12.  
⼭﨑雅⼈（2022）「ベトナム語の視覚動詞 xem の⽂法化について: 「⼀⽅向性仮説」に基づく
解釈」『⽇本認知⾔語学会論⽂集』22. 244-256.⼋王⼦: ⽇本認知⾔語学会. 
⼭本⼀⼋（2012）「ベトナム語の《動詞+⽬的語/(φ)+⽅向動詞 lại》」『思⾔ 東京外国語⼤学記
述⾔語学論集』第 8号 



 8 

村上雄太郎（2006)「⽅向を⽰す移動動詞の⽂法化-ベトナム語の「来る」動詞の場合-」『アジ
ア⾔語論叢』6  

 
3.1.2 名詞類 
安達真⼸（2008）「ベトナム語指⽰詞 đây, đó, kia の直⽰⽤法と照応⽤法―⽇本語指⽰詞との対
象を基に―」『東京⼤学⾔語学論集』27, 207-216 
安達真⼸（2009）「ベトナム語指⽰詞の直⽰⽤法における聞き⼿の位置と記憶指⽰⽤法の kia

について」東京⼤学⾔語学論集 28,1-11 
安達真⼸（2016）「ベトナム語指⽰詞と指⽰詞に由来する⽂末詞・感動詞」博⼠論⽂ 東京⼤
学 

 
春⽇淳（2008）「ベトナム語の名詞句における関係詞 mà の⽣起」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研
究紀要』第 39 号 pp.183-202 
春⽇淳（2009）「ベトナム語の関係節についての覚書」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究紀要』第
40 pp.189-225 
春⽇淳（2010）「ベトナム語における関係節化について」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究紀要』
第 41号 pp.175-188 
春⽇淳（2011）「ベトナム語における所有標識構⽂について」 『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究
紀要』第 42号 pp.227-243 
春⽇淳（2012）「ベトナム語の名詞修飾について」 『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究紀要』第 43
号 pp.223-240 
春⽇淳（2014）「ベトナム語の「外の関係」を表す名詞 VP」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究紀
要』第 45号 pp.175-187 
春⽇淳（2016）「ベトナム語関係節構造における結果を表す N について」『慶應義塾⼤学⾔語
⽂化研究紀要』第 47号 pp.155-167 
清⽔政明、平野綾⾹（2019）「ベトナム語の類別詞句」『⾔語の類型的特徴対照研究会論集/⾔
語の類型的特徴対照研究編』1号 133-149 ⼤阪: ⽇中⾔語⽂化出版社. 
三上直光（2006）「ベトナム語類別詞再考」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究所紀要』第 37号：
183-200 

Bửu	Khải.1972.	A	formalized	syntax	of	Vietnamese.	Georgetown	University	Ph.	D.	dissertation.	

Đào Thị Hơi (1965) Representation of time and time relationships in English and Vietnamese. Columbia 

University Ed. D. dissertation. 

Nguyen	Đinh	Hoa	(1957)	Classifiers	in	Vietnamese.	Pp.124-152	Routledge	Taylor	&	Francis	
Group	
 

NGUYEN THI HA THUY（2020）「ベトナム語の指⽰詞に関する諸問題―理論と記述―」 
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Nguyen Thi Ha Thuy（2014）「<研究論⽂>ベトナム語指⽰詞について: ⽇本語・韓国語の指
⽰詞との対照を基に」『京都⼤学⾔語学研究』33, 167-195, 2014 
Nguyen Thi Ha Thuy（2015）「ベトナム語における様態・性質の指⽰詞ー現場指⽰・⾮現場
指⽰をめぐってー」『京都⼤学⾔語学研究』34,41-68. 
NGUYEN Hanh Thi Hong（2016）「ベトナム語の名詞修飾表現」平成 28年度名古屋⼤学⼤学院
⽂学研究科学位（課程博⼠）申請論⽂ 
3.1.3 モダリティ、⽂法 
⽻賀千紋（2011）「ベトナム語のテンス・アスペクト表現―“đã” と “ro> i” の異同について
―」『東京外国語⼤学記述⾔語学論集』7, 177-184, 2011. 
⽻賀千紋（2013）『ベトナム語の đã, đang, sẽについて―複⽂における意味機能を中⼼に―』 
ファム・ティ・タイン・タオ（2019）「ベトナム語におけるヴォイスとその周辺」『東京外国
語⼤学語学研究所『語学研究論集』第 24号.447−456. 
ファム·ティ·タイン·タオ Phạm Thị Thanh Thảo（2019）『<特集補遺「連⽤修飾的複⽂」> ベ
トナム語における連⽤修飾複⽂ Compound Sentences of Adverbial Modification in 
Vietnamese』『語学研究所論集』第 24号.483-494.東京外国語⼤学. 
ファムティ・タイン・タオ（2020）『ベトナム語における情報標⽰の諸要素』『語学研究所論
集』第 24 号 503-511. 東京外国語⼤学語学研究所． 
三上直光（2007）「ベトナム語の結果表現について」『慶應義塾⼤学⾔語⽂化研究紀要』第 38
号 
レー ホアン（2003）「ベトナム語における主語について」『東南アジアー歴史と⽂化―』2003
年 2003 巻 32号 28−44. 
鷲澤拓也（2019）「ベトナム語の機能語 của, sự, không, bịの⽂法化過程: 16〜19 世紀の⽂献か
ら」『東京⼤学⾔語学論集』41,367-392, 東京⼤学⼤学院⼈⽂社会系研究科・⽂学部⾔語学研
究室. 
鷲澤拓也（2020）「古ベトナム語における受⾝表現 ―16 世紀漢⽂−ベトナム語対訳資料『新
編傳奇漫録』を通して―」『神⽥外語⼤学紀要』(32). 67-86.神⽥外語⼤学． 
鷲澤拓也（2022）「20 世紀前半ベトナムの sựとbịの⽤法と⽂法化」『東京⼤学⾔語学論集』
44, 162-173. 
Clark,	Marybeth.1971.	“Passive	and	ergative	in	Vietnamese,”	Working	Papers	in	Linguistics,	

University	of	Hawaii	3.8.103-117	

Clark,	Marybeth.1977.	“Ditransitive	goal	verbs	in	Vietnamese,”	Mon-Khmer	Studies	VI,	1-38.	

 
４.ベトナム語教育 
Lê, Thị Minh HaCng（2010）theA/vậy dưới góc độ thực hành tieAng［theA/vậyについて―ベトナ
ム語教育の視点から―］． Ngôn ngữ số 1, 68-79 
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５.⽇本語教育 
⽯原嘉⼈(2014)「ベトナム語話者に対する漢字語彙の指導について」琉球⼤学留学⽣センタ
ー紀要=Bulletin of International Student Center University of the Ryukyus (1), pp.27-39. 
⼩原亜紀⼦(2003)「⽂末イントネーションの⾳調識別と機能理解についての⼀考察―ベトナ
ム⼈⽇本語学習者を対象として―」『2003 年度⽇本語教育学会秋季⼤会予稿集』 
クロス尚美・⼭崎恵・ディン=ティ=トゥ=チャン・トラン=バン= タン（2017）「漢越語を⽣
かした発⾳矯正・語 習得のためのスマホアプリ開発に向けた⽇越⾳声コーパスの構築」
CASTEL/J2017I NWASEDA予稿集、P. 224-227 
トラン= バン=タン(2017)「ベトナム語⺟語話者の漢越語の意識と⽇本語数育」姫路獨協⼤学
外国語学部外国語学科 2016年度卒業論⽂ (未公刊) 
ドー・ティ・スアン・トゥ（2019）「⽇本語とベトナム語の⼿段結果複合動詞の対照研究」
『東アジア研究』17.1-18. ⼭⼝⼤学⼤学院東アジア研究科． 
中川康弘・⼩林学 (2008) 「ベトナム⼈⽇本語学習者の漢越語知識と漢字語棄習得について
の⼀考察 :現地における正誤判断テストとインタビュー調査から」『桜美林⾔語教育論』4、
pp.75-91 
法貴則⼦ (2000)「ベトナム⼈，カンボジア⼈，ラオス⼈学習者の⾳声上の問題点」『東京外
国語⼤学留学⽣⽇本語教育センター論集』26: 183-197. 
堀江薫, 村上雄太郎（2006）「膠着型⾔語と孤⽴型⾔語における他動性表⽰形式の⽂法化-⽇
韓・中越語の対⽐を通じて-」『⾓⽥太作先⽣還暦記念論⽂集』.くろしお出版.  
松⽥真希⼦・⾦村久美・後藤寛樹・森 篤嗣（2007）「学習者が⾮⺟語話者の⽇本語能⼒に与
える影響―べトナム語⺟語話者の名詞句の容認度を例に―」『⽇本語教育⽅法研究会誌』VOL. 
14 No. 1，26-27.  
松⽥真希⼦、他（2008）「ベトナム語⺟語話者にとって漢越語知識は⽇本語学習にどの程度有
利に働くか――⽇越漢字語の⼀致度に基づく分析――」『世界の⽇本語教育』18 
松⽥真希⼦ (2012)「⽇本語と意味的な対応のある漢越語の類推⼒の検証―漢字数育における
漢越語知識の有効な活⽤法に関する⼀考察―」『VNU Journal of Science, Foreign languages』
28.⾦沢⼤学.233-241. 
DO THI VAN（2021）「ベトナム語の⽅向移動動詞―⽇本語との対照―」⼭⼝⼤学⼤学院東ア
ジア研究科博⼠論⽂．	

Than Thi Kim Tuyen（2003)「べトナム⼈⽇本語学習者の漢字学習ストラテジー」未刊⾏修⼠
論⽂．東京外国語⼤学(Than Thi Kim Tuyen(2006) べトナム⼈⽇本語学習者の漢字学習スト
ラテジー外国語⼤学の論集"(べトナム)に再録)  
Vuong Gia Tuyet（2011）「モダリティの観点から⾒たベトナム語の事態の価値判断を表す表現-
-⽇本語との対照」『国際⽂化学＝Intercultural studies review』23・24. 147-162. 
VUONG GIA TUYET(2012) 「｢Phải｣と｢なければならない｣の意味⽤法の対照 : モダリティの
観点から」『国際⽂化学= Intercultural studies review』(25) 29-42. 
春⽇淳（2023)「ベトナム語の事象キャンセル−ハノイ⽅⾔についての⼀報告−」『東南アジ
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ア⼤陸部諸⾔語の事象キャンセル』1. 47-72.  
 
5.⽂字 
5.1 漢字、漢越語 
岩⽉純⼀（2005）「近代ベトナムにおける『漢字』の問題」村⽥雄⼆郎・C.ラマール（編）
『漢字圏の近代 ことばと国家』(pp.131-147), 東京⼤学出版会  
佐藤章太（2019）「現代ベトナム語の漢越語が持つ固有的特徴―中等教育数学⽤語の体系的分
析を通してー」 
⻑野真澄（2017）「⽇本語漢字単語とベトナム語漢越⾳における⾳韻類似性調査」『広島⼤学
⽇本語教育研究』 
ファム・ヴァン・ホアイ（岩⽉純⼀訳）（2011）「ベトナム語における近代漢語とその起源」
『⽇本語学』Vol. 30-8 明治書院.  

 
村上雄太郎・今井昭夫（2013）「現代ベトナム語における漢越語の研究（4）ベトナム語の⽂
法的特徴を持つ漢越要素」『東京外⼤東南アジア学』18.27-39 
村上雄太郎、今井昭夫（2018）「現代ベトナム語における漢越語の研究（9）ー⾮漢越語の名
詞に前接する⽤法についてー」『東京外⼤東南アジア学』No.23, 1-19, 2018 
王⼒ (Li WANG)（1948）「漢越語研究」Lingnan Journal 『嶺南學報』第九巻第⼀期 1-96.  
5.2 字喃 
清⽔政明（2007）「字喃の創出からローマ字の選択へ」『⽉刊⾔語』36 巻 10号 64-71 ⼤修館
書店. 
冨⽥健次（1979）「ベトナムの⺠族俗字『字喃』の構造とその淵源」『東南アジア研究』17
（1）85-98. 
 

5.3 クオック・グー、正書法 
清⽔政明（2018）「ベトナム語正書法の標準化について」『特集 世界の標準語と⽇本の共通
語』54-65 東京: 明治書院⽇本語学． 
清⽔政明（2023）「ベトナム語と「クオックグー」――現代ベトナムの⾔語と⽂字の成り⽴
ち」『現代ベトナムを知るための 63章』第３版.65-69.  
 
6.対照⾔語学 
⽯⼭哲也(2014)「⽇本語とベトナム語の現代敬語体系に関する⼀考察」 
⽯原嘉⼈（2013）「中国語，韓国語，ベトナム語の漢字⾳の韻尾「-n」「-ng」「⼊声⾳」と⽇本
語の⾳読との対応関係（第 39回研究会,2.研究発表）」『JSL漢字学習研究会誌第 5号 2013年
5 巻 65-71． 
グエンティアイ・ティエン（2014）「⽇本語とベトナム語における使役表現の対照研究: 他動
詞、テモラウ、ヨウニイウとの連続性」博⼠論⽂.⼤阪⼤学． 
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グエン・ティ・ニュー・イー（2014）「依頼会話における談話構造に関する⽇越対照研究: 依
頼内容の負担度に着⽬して」『⽇本語・⽇本⽂化研究』24 .93-103. 
⾕守正寛（1999）「⽇本語・ベトナム・タイ語の受⾝対照⽐較―間接受⾝⽂を中⼼に―」『⿃
取⼤学教育地域科学部紀要 教育・⼈⽂科学』第 1 巻第 1号 
ドー・ティ・ヴァン（2019）「ベトナム語の⽅向動詞 “ra” の意味と⽤法 : ⽇本語の「出る」、
「出す」との対照」『東アジア研究』17 巻, 19-40⾴ 
中村詩⾐奈（2015）「⽇本語の終助詞「よ」とベトナム語の⽂末の対照」，『思⾔ 東京外国語
⼤学記述⾔語学論集』11，pp.133-140. 
ファム・ティ・タイン・タオ（2022）「複合動詞「〜上げる/上がる」とベトナム語における対
応表現との対照―⽇本⽂学作品とベトナム語訳版の考察―」『⽇本語教育⽅法研究会誌』28 巻
2号 108−109. 
三上直光（2009）「ベトナム語動詞連続の⼀側⾯―⽇本語テ形接続から⾒るー」『慶應義塾⼤
学⾔語⽂化研究所紀要』第 40号：259-274． 
村上雄太郎（2013）「ベトナム語の⽅向動詞'vào'の⽂法化 : ⽇本語の「こむ」との対照を試み
て」『神⼾市外国語⼤学外国語研究』 
⼭﨑雅⼈（2020）「タイ語の視覚動詞 ดูの⽂法化について : ベトナム語、中国語、朝鮮語及び
⽇本語との通⾔語学的研究」『年報タイ研究』20, 25-53,箕⾯: ⽇本タイ学会 
⼭崎恵（2018）『⼆字漢語 (漢⽇語)と漢越語との対照―『漢字語彙集 ベトナム語版』をもと
にー』 
レー・バン・クー（1990）「⽇越両語における複合動詞「~だす」と「~RA」との対照研究」
『⽇本語教育』N. 72 
レー・バン・クー（2001）「ベトナム語の『完了形』đã ...(rồi)―⽇本語のタ/テイルとの対照研
究の試み―」つくば⾔語⽂化フォーラム編『「た」の⾔語学』251-296.東京: ひつじ書房． 
レー・バン・クー〔村上雄太郎〕（2002）「空間の移動」から「認識の移動」へ―べトナム語
の⽅向を⽰す移動動詞 “ra”の場合―」⻘⽊三郎、⽵沢幸⼀編『空間表現と⽂法』くろしお出
版.  
レー・ビック・ジエップ（2021）「⽇本語の受動⽂とベトナム語の"bị"受動⽂に⾒られる 「受
影」と「被害」の意味」『⽇本語教育⽅法研究会誌』28 (1). 28-29.⽇本語教育⽅法研究会． 
Le Ngoc CHANH TIN（2013）「⽇本語・ベトナム語・中国語における漢語の対照研究序説」
『國⽂学』97 巻 p.11-26. 
Doan Ngoc Minh Tran「「怒り」を表す感情概念に関するフレーム意味論的考察 : コーパス調
査に基づくアメリカ英語の angryとベトナム語の giậnを⽐較して」『⾔語⽂化共同研究プロジ
ェクト』2024, 2023 p.85-97. 

	

Bùi	Thi	̣Diện,	2003,	Câu	bị	động	Tiếng	Anh	và	các	kết	cấu	đương	trong	tiếngViệt,	Luận	văn	Thạc	

sỹ	Trường	Đại	học	KHXH&NV,	ĐHQGHN	 	
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Cooke,	Joseph.	1969.	Pronominal	reference	in	Thai,	Burmese,	and	Vietnamese.	Berkeley,	U.	of	

California	Press.	[U.	of	California	Publications	in	Linguistics,	52]	

Dương Thành Bình (1971) A tagmemic comparison of the structure of English and Vietnamese sentences. 

The Hague: Mouton. Janua linguarum, Series practica, 110. 

	
7.語彙、意味論 
宇野祥夫（1993）「〈là〉についての⼀考察」『東京外国語⼤学論集』第 46号 
佐藤章太（2015）『ベトナム語⺟語話者における漢字由来語彙と固有語彙の区別』東京⼤学⾔
語学論集 36. 255-270 
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